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1. はじめに 

 本報では、BEST における計算手法（第 7 報参照）の有

用性を検証する目的で、標準的な事務所ビルにおいて、

セントラル方式、個別方式のシステムを想定しケースス

タディを行った結果について報告する。 
2. 計算対象空間・建物 

 計算対象空間の基準階平面図を図 1 に示す。コアの南

北に約 300m2 の事務所を設定し、ペリメータ３ゾーンと

インテリア、合わせて４ゾーンずつに分割した。計算は

図 1 の基準階 12 フロアからなる建物を対象に行った。 
表 1 に計算条件を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

3. セントラル方式の空調システムにおけるケーススタディ 

 セントラル方式の代表システムを想定し計算を行った

結果について報告する。 

3.1 システム概要 

 計算対象のシステム概要を表 2 に、システム系統図を

図 2・3 に示す。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 熱源は冷温水発生器 2 台の構成で、冷温水の搬送は一

次ポンプのみのワンポンプシステムとした。各階にはゾ

ーン毎に 1 台、合計 8 台の AHU を配置した。空調方式は

定風量単一ダクト方式とし、各 AHU に外気導入を行う。 
3.2 計算結果 

AHU 吹出温度と室温変動を図 4、5 に示す。図 4 は夏期

(8 月)の south_south ゾーンにおける計算結果、図 5 は冬期

(2 月)の north_north ゾーンにおける計算結果である。夏期

の空調時間帯の室温は設定温度(26℃)付近で保たれること 

 
建物概要 

延床面積  9919m2（1 フロア 826.6 m2×12 フロア） 
天井高さ  2.6m 
気象  大阪（1 分間隔・実測値） 

 
計算時間間隔 5 分間 
 
スケジュール・温湿度条件 

空調時間  8:00 ～ 22:00 
室内設定温湿度 冷房 26℃ 40% 暖房 22℃ 50% 

 
内部発熱 

照明  20 [W/m2] 
人体  0.15 [人/m2] 1.2 [met] 
機器  15 [W/m2](顕熱)  0 [W/m2](潜熱) 

 
外気量 

全事務所面積に対して 3.6 [m3/m2 h] 
 
外皮条件 

ガラス  Low-εグリーン(銀 2 層)+透明 
ブラインド 中間色 

図 1 計算対象基準階平面図 

表 2 システム概要 

図 3 システム系統図（熱源廻り） 

図 2 システム系統図(基準階) 

表 1 計算条件 
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 冷温水発生器　

200 USRT × 2機

搬送 一次ポンプのみ

各階AHU 8台(ゾーン毎)

単一ダクト定風量方式

気化式加湿

冷水温水季節切替

換気 各階方式 全ゾーンに外気導入

PID制御：

　各空調機のコイル流量

　加湿量

熱源廻り：

　負荷流量及び送水温度による台数制御

　ON-OFF制御
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が分かる。また、冬期の空調時間帯の室温は全体的に設

定温度(22℃)より高くなった。これは、暖房負荷が小さい

ことと、AHU ファン発熱を計算に考慮していることが原

因であると考えられる。 
4. 個別方式の空調システムにおけるケーススタディ 

 個別方式の代表システムを想定し計算を行った結果に

ついて報告する。 

4.1 システム概要 

 システム概要を表 3に、システム系統図を図 6 に示す。 
 ここでは、ゾーン毎に室内機の総容量（冷暖房能力、

風量）を入力しており、室外機は各階で南北 1 系統ずつ

に分け、合計 2 機設置した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 計算結果 

 吹出温度と室温変動を図 7、8 に示す。図 7 は夏期(8 月)
の south_south ゾーンにおける計算結果、図 8 は冬期(2 月)
の north_north ゾーンにおける計算結果である。夏期、冬

期とも、空調時間帯の室温はおおむね設定温度付近で保

たれることが分かった。 
5. まとめ 

 本報では BEST プログラムを用いて、セントラル方式、

個別方式の空調システムを想定しケーススタディを行い、

BEST における計算手法の有用性を確認することができた。 
 今後は機器容量などのパラメータを調整し、詳細な検

討を行っていく予定である。 
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システム構成 
各階、南北 2 系統 
室外機能力 50kW 
 
1 系統の室内機能力 
12.5kW×2 台 13kW×1 台 
25kW×1 台 
 
制御 
PID 制御 
 
その他 
室内機に全熱交換器組込 
(熱交換効率 50％) 

図 6 システム系統図(基準階) 

表 3 システム概要 

図 4 夏期（8 月）の計算結果（セントラル・south_south） 

図 5 冬期（2 月）の計算結果（セントラル・north_north） 

図 7 夏期（8 月）の計算結果（個別・south_south） 

室外機

室内機

図 8 冬期（2 月）の計算結果（個別・north_north） 

室温 

吹出温度 

空調時間帯 室温 

吹出温度 

空調時間帯 

空調時間帯 

空調時間帯 
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